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支援団体連合会に加盟する全 GH の 216 か所（648
名の世話人）を対象にして調査票を留置き・郵送に





























































値する。そうした 4 領域が GH における支援にとって
注視すべき機能であることを導き出した点では、GH
入居者の支援をセルフケア機能に働きかけることで居
住生活の維持、安定、対人関係の広がりや社会参加の
促進へとつながり、入居者の個別支援計画を作成する
ためのアセスメントやモニタリングにとって重要な要
点になることを示唆している。
よって、精神に障がいのある人びとの地域移行が困
難を極めている我が国の状況下においては、多様化し
ている GH の居住支援に焦点を当て、その支援におけ
る生活機能について ICF を具体化したツール開発の挑
戦的な研究成果として大いに評価できる。こうした評
価ツールの開発的な研究は、普遍的に共通する支援指
標を示すことで、各 GH における居住支援のローカル
なモデルをも創出させるための基礎的な研究としても
意義深い。だが、GH における支援で共通する評価ス
ケールを開発しても、GH の構成要素によっては差が
生じる場合があり、これらの差は更に検証を重ねなが
ら、GH の支援形態に応じた評価支援ツールを再検討
すべき課題も残されている。
本研究の研究成果は、精神に障がいのある人びとの
居住支援システムやプログラム開発を進める基礎的な
研究に留まらず、どのような居住喪失の状態にある人
びとへも援用できる可能性を有している。先ずは、精
神に障がいのある人の GH 支援に焦点化されている
が、この支援評価ツールが信頼性、妥当性、利便性な
どの検証をさらに積み上げれば、他の領域への汎用性
が期待でき、今後、多様な GH の支援モデルの開発に
も貢献する可能性を持った研究としても期待できる。
